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合
格

最
低
点
は
上
昇

蜘
年
お
き
に
高
下
の
移
勘

本
年
度
の京
大
入
試
の
台
格
看
発
衰
は

薬
学
部
の±
ハ日
を
か
わ
き
り
に
、
二

来
年
は
下
降
の
傾
向
か

十
日
の法
掌
郎
、
工
学
部
を
最
後
に
終

了
し
た。
戦
後
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
の
ピ
ー

ク
期
の影
響
を
受
け
、
実
質
競
争
率
も

四
・四悩
と
昨
年
を
O
・九
儲
も
上
回

る
狭
き門
だ
った
ρ

統
計
の内
容
を
み
る
と
、
ま
ず～
現

役
、
浪人
の比
躍
で
は
、
昨
年
三
分

の
}を
割
った
浪
人
が
今
年
は
大
幅

に
巻
き
返し
て
、
四
四
。七
%
と
大

き
な
部分
を
占
あ
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
℃
こ
れは
、
新
旧
両
翼
程の
並

列
と
い
う
出題
方
式
の
最
後
の
年
に

あ
た
る
こと
、
昨
年
の
「狭
き
門
」

か
ら
は
み出
た
浪
人
が
大
挙
押
し
寄

せ
た
ζ
とな
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

学
部
別
で
は教
育
学
部
で
五
一
・0

一
%
、
農
学
部
で
五
八
・蓋
%
と
浪
人

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
工

学
部
で
昨
隼
の
二
七
・九
%
か
ら
四

三
・O
%
と
天
幅
に
増
加
し
て
い
る

のも
圧
目
さ
れ
る
。

女
子
合
格
者
に
関
し
て
は
、
総
戒
は

昨
年
と
ほ
ぼ
変
ら
ず
、
全
合
格
者
の

豹
五
%
を
占
め
て
い
る
が
全
般
に
文

科
系
髪
鋤で
伸
び
て
い
る
の
に
対
し

理
科
糸
学
都
で
は
後
退
の
傾
向
に
あ

る
。
次
に、
合
格
者
の最
低
点
を
み
る
と

全般
に
昨
年
よ
り
も
上
鼻
し
て
、
農

学
鄙を
除
いて
は
馬
六
劃
以
上
と
な

う
て
い
る.
特
に
医
学
郡
で
は
七
割

と
、
全掌
郎
の最
要

理
学
照

経済
学
部が
これ
に
続
い
て
い
る
。

こ
れ
は農
学
部
を
除
く
各
学
部
が
舎

年
か
ら
、文
科
系
では
社
会
科
二
科

日「
理
科
一科
貝
理
科
系
で
は
そ

の
逆
と
い
うぐ
あ
いに
、
選
択
科
目

が
一科
目減
っ
た
こと
♪、
昨
年
の

最
低
点
低下
の
反動
と
し
て
、
今
年

}日
(土
)
学
生健
康
保
険
組
合
加
入

受
付
髭

学
犀蔀
箪
生謀

は
、
全
般
に
購
閲
が少
な
か
った
ζ

と
な
ど
が
鼠
因
し
て
い
る
も
のと
み

ら
れ
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
「京
次
入猷

は
}年
お
き
に
難
か
し
い
」
な
忠
と

い
う
ジ
ン
ク
ス
も
つ
ま
れ
そ
う
で
あ

る
。

～

最 億点最 高点

卒
業
式
行
な
わ
れ
る

二
千
十
五
人
ガ
学
士
に

農
学
部
の
合
格
者
発
表

(士
八日
)
小
薯
よ
い
の8あ

午
後
、
思
わ
ず
口
元が
ほ
こ
る
ん
だ
一瞬

山
岳
部
員
が
行
方
不
明

日
高
山
系
(北悔$
縦
走
中

救
援
隊
到
着
は
篇
日
質

去る
三月
十
八
日
、
春
山
訓
練
の
ため

次
救
援
隊
(隊
長
・平
井
一正
神
戸犬

北
海
道
日
高
郡
の
日
高
山
系
を
縦走
中

工
掌
部
助
教
援
)
を
派
遺
す
る
と
とも

の本
学
山
岳
部
パ
ー
テ
ィ
し
盤
り
ーダ

に
、
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
へ
出
発
の予
定

ー
・漏
山
哲
之
君
(理
学
部
四回
生
)

だ
った
パ
ー
テ
ィ
ー
も
、
翌
日
の
特急

ら
五
人
軸
の
う
ち
高
山
晴
彦翼
杢
ら
で
第
二
次
、
第
三
次
の
救
援
隊
(総
数

(法
学
部
二
回
生
)
1ー
京
都
市中
京
区

十
二名
)
と
し
て
出
発
さ
せ
た
。

釜
座
通
夷
川
上
ル
今
井
方
馬
出
身
・北

今
度
遭
難
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
は、
去

九
州
市
八
幡
区
東
通
町
四
了
目
11が
同

る
近
日
に
京
都
を
出
発
し
、
七日
か

山
系
中
ノ
岳
(一
五
三
願厨
∀
」ペテ
ガ

ら
十
八
日
ま
で
十
二
日
闘
の
予定
で広

り
岳
(葡七
三
六
屏
)
問
の
陵線
で雪

尾
町
か
ら
同
山
系
に
入
り
、
士
勝岳
、

の
ひ
さし
を
踏
み
抜
い
て約
八
Q
gM

ほ
ど
転
落
し
為
途
中
な
だ
れを
誘
発
し

た
た
め
、
雷
の
中
に
埋
ま
り行
方
不
明

に
な
った
。

こ
の
た
め
同
パ
ー
テ
ィ
ー
の残
り
四

人
が
一
応
の
救
援
を
試
みた
が
、
現

こ
の
ほ
ど
京
大
人
文
科
学
研究
所
では

地
が
吹
雷
の
た
め
と予
定
ス
ケ
ジ
昌
フ
ラ
ン
ス
、
イ
革
リ
ス
の
農村
へ研
究

ー
ル
の
最
終
コ
ー
ス
で
の事
故
の
た
申探
検
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
にな
った
。

サ

め
食
料
も
残
り
少
く
、取
り
あ
え
ず

こ
の
探
検
隊
は
桑
原
武
夫
人文
研
教
授

静
内
町
側
へ
降
り
、
二十
日
午
後
、
電

を
隊
畏
と
し
、
多
田道
太
郎
助
教
授

鞭
で
本
学
山
岳
部
へ連
絡
し
て
き
た
。

(フ
ラ
ン
ス
・ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ地
方
担

こ
の
事
故
連
絡
を
受け
た
山
歯
部
で

当
)
加
藤
秀
俊
研
究
所員
(イ
ギ
リ
ス

は
、
京
都
府
警を
通
り
現
地
の
北
海
通

・ケ
ン
ト
州
地
方担
当
)
梅
棒
忠
夫
助

警
静
内
署
に
連
絡、
救
援
を
頼
む
と
と

教
授
、
竹
内
成
明研
究
所
員
(フ
ラ
ン

も
に
、
山
岳
部内
に
救
援
対
策
本
部
(
ス
・ピ
レ
ネ
ー地
方担
当
)
藤
岡
書
愛

代
表
"
山岳
部長
・小
野
寺
幸
之
進
農

教
授
お
よ
び
渥
欧中
の坂
本
慶
一竜
谷

学
耶
教
援)
を
設
け
、
二十
日
午
後
二

大
教
授
(フ
ラ
ン
ス、
ト
ロ
ワ
付
近
担

時坐
・、大
阪
国
際
空
港
発
で
空
路
第
一
当
)
で
構
成
さ
れ、
この
六
月
十
四
日

京
大
の
卒
粟式
は
、
二十
四
日
午
前
十

時
か
ら
不
部大
ホ
ー
ル
で行
な
わ
れ
た

卒
粟
生
は
総
数
二干
十五
人
で内
女
子

が
乳
十
七
人
を
占
め
て
いた
。
九
学
部

の
代
衰
が
挙
菜
証書
を
受け
と
った
後

奥
田
紹
長
は
日
本
の
統
治上
の民
主主

義
の
夫
熟
さ
を
指
摘
し
、民
主
義々
が

実
質
的
機
能
を
発
揮
す
る
ため
には
個

噌人
の
知
的
道
穂
水
準
の
向
上
が不
可
欠

'

中
ノ
岳
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
を
経
て
静
内
町
・一

へ降
り
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
一

た
が
、
遭
難
現
場
が
鷺
謡
所
在
地
から
一

百
.回余
り
も
離
れ
た
秘
境
で
あ
り
、
二

十
西
日
現
在
も
吹
盤
い
て
い
る
ため
、

救
援
隊
が
現
地
へ到
着
す
る
の
は
二十

五
日
と
み
ら
れ
、
救
援
活勤
も
困難
を

き
わ
め
て
り
含
渥
牒で
あ
る
。

人
文
研
探
検
隊
を
派
遣

仏
・英
の
農
村
研
究
に

教
養
部
留
年
者
三

一
五
人

二
十
日
の
進
落
会
議
て
決
定

教
獲
部
は
、
二
十
日
避
学
判
定
教
授
会

を
ひ
ら
き
、
進
学
、
留
年
者
を
き
め

た
.
今
年
の
留
年
者
は
進
学
予
定者
二

干
六
百
五
人
中
三
百
十
五
人
。
そ
の他

に
、
五
百
十
一人
の
仮
進
学者
が
あ

る
.従
って
留
年
者
は
、
蓮
学
予足
者
に

対
し
=二
%に
あ
た
り
へ
昨
年
よ
り

ゃ
や
減
少
し
た
が
、
八
人
に
一人
の

塙
比
率
。
学
部
別
の
留
年
率
は
農
学

部
二
一%

文
学
都
一九
%

薬
学

部
謄六
%

理
学
部
ど
五
%

医
、

工
学
部
一〇
%

法
学
部
八
%

教

育
学
部
山ハ%

経
済
学
部
五
%
。

出
発
、
九
月
中
ζ
う
ま
で
研
究
活劾
を

行
な
う
。騎顯
蘇
論
鷲
懇

ー
ロ
ソ
バ
の
社
会
学
的心
理
学
的
な

精
神
側
面
の
研
究
、文
化
人
類
学
的

な
位
置
づ
け
の
ため
の
ヨ
ーロ
ッパ

研
究
を
、
こ
れ
ま
で
の主
流
であ
っ

た
文
.畝研
究
や
都市
に
お
け
る
研
究

か
ら
は
な
れ
、農
村
に
入
って
、
農

村
の
生
活
に
密着
し
た
形
で生
活
意

識
、
生
活
感
情
と
いう
面
な
ど
か
ら

と
ら
え
よ
う
と
いう
も
の
で
あ
る
。

隊
員
の
甲
には
文
化
人
類
学
、
社
会

学
、
心
理
学な
ど
の分
野
の
人
が
含

ま
れ
、各

に々
適
し
た
方
法
で
研
究

活
動
を行
な
う
予
定
。

人
文
科
学研
究
所
では
、
こ
の
研
冤
を

来
年
度
はイ
タ
リ
ア
へ、
さ
ら
に
将
釆

は下
イ
ツ
、
スペ
イ
ン
へも
拡
張
し
、

全
ゴ
ー
ロ
ッパ
での
研
究
に
ま
と
め
た

い意
向
であ
る
。
な
お
」
樹
究
は
学
術

誌
など
で発
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

具
体
的
な
め
ど
は
立
って
い
な
い
。

計読試昭 和42年 入

)内 は昨年度の数。農学部のみ1000点満点 他は900点満点

 

く

で
あ
り
、
国
立
大
学
に
学
ん
で
き
た
卒

}渠
生
は
自
己
に
即
レ
な
が
ら
も
社
会
に

華
辻
す
る
義
務
と
責
任
が
あ
る
こ
と
、

世
界
的
視
野
に
立
って
物
を
見
る
こ
と

の
必
竪
性
を
脱
き
、
そ
の
上
に
立
っ
て

人
類
の
平
和
と
社
会
福
祉
に
奉
仕
す
る

こ
と
を
望
む
と
告
辞
を
述
べ
た
。
例
年

に
比
べ
て
晴
れ
薮
姿
の
女
子
学
生
が
少

な
か
った
よ
う
で
あ
る
。

新

入

生

の

予

定

行

事

11
日
に
入
学
式

四
十
二
年
度
京
大
入
試
合
格
者
発表
も

工
学
部
を
最
後
に
終
り
、
学
生
部厚
生

課
の
下
宿
斡
淀
に
新
入
生
の
長
蛇
の
列

が
見
ら
れ
て
い
る
。
察
生
募
集
も
行
な

わ
れ
、
熊
野
蟹
(男
)吉
田
禦
(男
)

が
三
十
日
為
三
十
一日
両
日
面
接
を
行

子女
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蘇

騰鵬糞
巽
計

暴
響

三
月
の中
旬
四
日
聞
に
わ
た
って
大

阪
見
杢
巾
恒久
会
場
で在
日
朝
鮮
人
の

主
催
す
る
「
祖国
と
冨
伽
に
捧
げ
る

欲
」
と
題す
る
音楽
舞
踊
叙
事
詩
の
公

演
が
行
な
われ
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
民
主

主
識
人
民
共和
国
か
ら
敦育
援
助
金
並

び
に奨
単金
が
位日
朝
膵
人
学
生
に
込

ら
れ
る
よ
う
に
な
って
か
ら
十
年
を
紀

念
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
朝

鮮
の
独
創
に
成
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
大

膏
染
舞
踊
叙
事
詩
に
よ
る
「祖
国
と
首

領
に
捧
げ
る
う
た
」
は
在
人
朝
鮮
人
学

生
三
千
人
が
出
演
す
る
大
が
か
り
な
も

の
で
、
そ
の
年
代
記
的
形
式
に
よ
っ
て

社
会
主
編建
設
の
過
程
を
物
語
り
、
民

族
教
青
を
た
た
え
て
い
る
、
目
まぐ
る

し
く
変
る
美
し
い
舞
台
と
踊
り
は東
京

公
演
で
も
好
詳
を
博
し
た
も
であ
る

一
お
=

詫
ご
ぴ
　

先
日
一一十
八
日
号
に
掲
載
い
た
し
ま

し
た
「シ
ェ
フ
ァ
ー万
年
筆
」
の広
告

中
、モ
ニタ
i募
桀
の要
項
は
す
でに

期
限
切れ
のも
の
です
の
で、
御
了
派

下
さ
い。
な
お
本
社
で
こ
の
広
告
を
あ

や
ま
っ
て掲
載
レ
たた
め
シ
ェー
フ
ァ

ー万
年
踏
お
よ
び
読
者
の
方
々
に
迷
惑

を
お
か
け
レ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま

す
。

な
う
こ
と
に
な
って
い
る
。,

新
入
生
は
、
四
月
七
日
午
前
十
時
か

ら
行
な
わ
れ
る
一般
履
修
指
導
に
臨

み
、
午
後
一時
か
ら
は
、
個
別
履
修

指
導
が
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
同
日
午

後
二時
か
ら
教
員
免
許
状
修
得
に
関

す
る
指
導
が
法
経
第
」教
室
で
行
な

わ
れ
る
。
以
後
八
日
に
修
学
に
関
す

る
一般
指
導
、
十
一日
午
前
千
時
か

ら
入
学
室
誓
式
が
行
な
わ
れ
、
晴
れ

て京
大
生
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ハ

尚、
教
養
の授
業
は
十
日
か
ら
開
始

さ
れる
。

下宿・挙寮状況

今年 も狭 まい門 寮
下宿なんとか全員入れそう

既
に
合

格
通
知
を

受
け
た
新

入
生
が
続

々
と
京
都

に
集
って

き
て
い
る

が
、
新
入

生
に
と
っ

て
、
入
掌

手
統
な
ど

と
と
も
に

喜
問
題

に
な
る
の

は
、
身
の

一お
き
ど
こ
ろ
だ
ろ
う
。
特
に
最
近
の
物

価
上
昇
、
下
宿
代
の
値
上
な
ど
で
学
生

に
と
って
居
住
場
所
は
生
活
上
、
重
大

な
閲
題
と
な
って
い
る
。
三
四
月
期
は

新
入
生
に
と
って
も
大
き
な
出
費
が
重

な
る
時
期
、頭
の痛
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
新
入
生
を
迎
え

る
態
勢
は
ど
う
か
と
君
え
ば
、
全
国
で

も
学
繁
施
設
の
特
に
貧
55
な
京
大
の
場

合
、
吉
田
禦
、熊野
禦
、女
子
窯
の
三
祭

が
ある
が
昨
年
の
熊
野
新
禦
建
設
を
み

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
募
集
予
湿
は
百

一十
人ほ
ど
で
、
三
十
九
年
当
時
の
七
十

一人
1
八
十
人
の
募
集
人
数
の
五
十
%
程

し
か
増
え
て
い
な
い
。
例
年
一ハ百
人
程

の申
し
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
競
争

率
は
五
倍
ほ
ど
と
な
る
見
込
で
、
狭
き

門
は
、
学
生
の
長
年
の
増
設
運
動
に
も

か
か
わ
ら
ず
依
然
と
続
い
て
い
る
。

こ
の学
寮
不
足
を
瓶
う
の
が
下
宿
だ

が
、厚
生
課
で
は、毎
日
、
新
入
生
だ

け
に
下
宿
紹
介
を
行
な
って
、
下
宿

獲
保
に
力
を
注
い
で
い
る
が
、
「今

年
は
新
入
生
の
出
て
く
る
の
が
旱
く

ま
だ
十
分
に
獲
保
で
き
た
と
は
雷
え

な
いが
、
条
件
さ
え
あ
ま
り
多
く
っ

け
な
け
れ
は
、
下
宿
施
設
増
加
の
傾

向
か
ら
し
て
も
、
全
員
が
、
昨
年
よ

り
は
早
く
お
ち
つ
け
る
の
で
は
」
と

い
って
い
る
。

次
に
学
繁
への
応
募
条
件
、
下
宿
探
し

な
ど
を
紹
介
す
る
と
以
下
の
通
り
。

〈票
生
募
塞▽

①
定
員

吉
田
寮
、
顛
野
禦

百
十
人

,

女
子
寮

九
人

四
十
二年
展
入
掌
誉

・
九
日
舞

示
安
子ほ
全

員
)

.

(五
)
面娯

曇月
三
十
日
、
三
十
輔

日
、午
前
九
蘇
か
ら
午
後
冨蒔
ま
で

吉
田
禦
にお
W
て
(女
ヱ
は
女
子
蟹

三月
三十
日
っ午
前
ハ
h
・午
後
二

時
)
(六
)
入寮
群
罵
雪
発
衰

四
月
一日

室

慮
三曇
舌

)
な
菱

し

くは
憲
婁員
宗

塵霧
掛
へ。

唱

く下
導

摩
生諏
生
活
掛
では
三
月
十
穴
日
か
ら

四
月
二
十八
日
賦
で
在
学
里の
下
宿
紹

介
を
停止
し
、艇
入
生
へ
の
紹
介
の
み
'

行
な
う。
毎
田
弔
前
十
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で。
平均
下
摺
料
は
、
四
牽
半
で

四千
五百
円
～
五
午
円
、
六
畳
で
五
千

円
～
五千
五
百
円
、
下
宿
希
望
者
は
で

き
る
だけ
早
急
に
探
し
た
方
が
好
条
件

の
が
得
ら
れる
江
ろ
う
。

ろ

器

一知

・"ら

臨

噌.
…

.
;

4
樋
ゴ
.
乱

.…
…

本
社
で
あ
つ
ね
い
ま
し
た
入
試
合
否

②
資
格
(三)
指
足
さ
れ
た
書
類
を
三
月
二
十

八
日
午
後
五
時
ま
で
に
(女
子
禦
は

二
十
九
旦
》学
生
部
厚
生
課
寮
務
掛

ま
で
提
出
。

(四
)
面
接
許
可
者
発
表

三
月
二
十

電報
の
う
ち次
の方
宛
て
の
も
の
は
、

宛
て
先
人不
明
な
ど
の
理
田
で
返
送
さ

れ
ま
し
た
。お
無
ら
せ
し
ま
す
.

ヒ
ョ
ゥ
ゴミ
牽

局
」
フ
ル
カ
ワ

ケ
ン
ゾ
ウ

一

ヒ
ロ
シ
マ
タカ
ミヤ
局
」
ヤ
マ
ダ
ケ

ン
ソ
ウ
カ
ナ
ガ
ワ
ヤ
マト
局
」
ユヤ
マヒ
ロ

シ
ト
ウ
キ
ョ
ウ
イタ
バ
シ
局
」
モ
リ
サ

ワ
ク
ニ
ア
キ

サ
ソ
ポ
ロ
マ
コ
マナ
イ
局
」
オ
ノ
ヂ

ラ
ヤ
ス
オ

フ
ク
オ
カ
ニ
シジ
ン局
」
タ
カ
ハシ
マ

サ
ミ
i

亀～

1曜f

時
な
ら
ぬ
春
寒
に

お
そ
われ
た
り
な
ん

ぞも
した
け
れ
ど
、

憲
一番
に
そ
れ
・妄

つ
く
ま
でも
、
気
候

は
次
第
に
変
わ
0始
め
て
い
る
。
桜
が

蕾
を
み
せ始
める
と
、
こ
の
季
節
め
ほ

こ
り
っ
ぽ
さ
を
思
っ
て少
し
憂
膨
な
気

が
し
な
い
で
もな
い。
こ
ん
な
感
情
を

述
へ
る
と
、
軽蔑
さ
れる
可
能
性
が
大

き
い
け
れど
も
▼
二十
四
日
の
朝
、
京

大
の
各
門
に
は
国
旗
が
出
さ
れ
て
い

て
、
卒
業式
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
の
だ
と知
ら
な
い者
は
、
お
や
、
今

日
は何
の休
日
に
指
定
氏
れ
た
の
だ
ろ

う
と
考
え
てみ
た
り
し
た
。
式
を
お
え

て
構
内
から
あ
ふ
れ
出
て
く
る
卒
業

生
達
は
何と
着
や
い
で
見
え
た
こ
と
だ

ろ
う
か
。
服装
を
とと
の
え
た
彼
ら
、

訪
問
着
が半
数
を占
め
て
い
た
彼
女
ら

は
特
に
、華
や
いで
さ
え
い
て
、
と
り

残
さ
れ
る僕
ら
は
若
い
う
ち
に
み
じ
め

た
ら
し
く
老
い
こん
だ
よ
う
な
気
さ
え

し
た
▼
世
界
第
三位
の先
蓮
国
を
看
た

ち
は
荷
う
の
で
ある
、
と
述
べた
総
長

告
示
は
、
ゆ
る
き
のな
い
自
信
に
あ
ふ

れ
た
も
のだ
った
と
か
。
予
想
外
の
こ

の
総
長
の
自信
に出
席
者
は
一瞬
あ
っ

け
に
と
ら
れた
が
、
そ
ここ
こ
で
「ナ

ン
セ
ン
ス
、ナ
ン
セ
ン
ス
」
の
声
も

聞
か
れ
た
りし
た
そ
う
だ
▼
総
長
の
冒

葉
は
、
京
大
が
ハイ
・
マン
・パ
ワ
ー

を
高
度
技
術
国
たる
日
本
の
た
め
に
養

成
し
て
い
る
の
で
ある
と
い
う
自
明
の

こ
と
を
、
か
く
れも
な
く
い
って
み
せ

た
に
す
ぎ
な
い.
学
生
ε
の
団
交
の
席

上
な
ど
で
は決
し
てみ
ら
れ
な
い
総
長

の
あ
ふ
れ
る
目儒
も
、
そ
れ
は
自
明
の

こ
と
を
明
晰
にや
っ
て
のけ
る
と
き
に

の
み
生ず
ると
いう
〃自
信
"の
本
性

に
よ
る
に外
な
ら
な
い
▼
い
ず
れ
新
入

生
も
入学
し
てく
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

自辰
一に
あ
ふれ
て
いる
のは
総
長
や
初

老
の
教授
た
ち
であ
り
、
卒
業
生
で
あ

り
、新
入
生
であ
る
ら
し
い
が
、
僕
ら

に
は
、
春は
どう
に
も
巖
っぼ
く
え
が

ら
っ
ぽ
い
気
がし
て仕
方
が
な
い.

全教室冷暖房完備

合 塾 予備校河
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嘱

卜

こ
の
四
月
一

日
か
ら
、
理
掌

田
長
に
就
任
さ

れ
夷

芦
田
談

治
教
授
に
ス
ポ

ツト

ラ
イ
トを
あ
て
た
.

ー

昭
和
三
十
年
に
続
い
て
二

度
薗
の
理
学
部
長
就
任
で
す
が
、

最
近
の
理
髪
謬
勘
き
と
問
題
点

に
つ
いて
?

今
年
度
か
ら
、
理
学
部
に
生
物
物

理
学
科
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
ζ
れ
は物
理

科
学
の
用
語
、
考
え
方
で
生
命
税
象を
と
ら

え
て
い
く
新
し
い
分
野
で
、
日
本
で
最
初
の

学
科
で
ず
。
今
年
の
新
入
生が
学部
へ進
む

ま
で
に
、
そ
の
建
物
や
ス
タ
ソフ
を
整
え
ね

1

七
十
周
年
記
念
事業
に
関
す
る
、
理

学
部
で
の
産
学
協
同
会
館建
設
の噂
な
ご
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
豊
手協
同
に
っ

い
て
?

硫
か
に
、
理
学
部
の
基礎
的
な
研
究
が
産
菓

"研
究
者

の
主
体
性
を

4

理
学
部
長
に
な
る

は
な
ら
す
、
更
に
老朽
化
し
た
地
質
学
・鉱

物
学
教
室
の
改築
の問
題も
あ
り
ま
す
。

-

埋
学
駆
の
長
期
的
見
通
し
に
っ
い

て
?
理
学
部
を
どう
す
るか
と
い
う
、
長
期
的
な

見
揃Fし
に
つ
い
ては
、
学
部
の
委
員
会
な
ど

に
は
か
っ
て検
甜
し
て
いき
た
い
と
思
い
ま

す
。

教
授

に
利
用
で
き
る
面も
あ
る
が
、
理
学
部
で

は
、
産粟
の委
託
で
研
究
を
す
る
場
合
は
教

授
会
に
かけ
、
賀
否
を
経
た
上
で
公
開
の
形

で
行
なわ
れ
る
こ
と
に
な
うて
い
ま
す
。
産

掌協
同
そ
のも
の
の
問
題
点
は
、
研
究
者
の

工体
性
の間
題
で
あ
る
と
愚
い
ま
す
。
産
学

協
同
ム奮
剛は
、
化
学
教
室
が
単
独
で
、
創
設

何
周
年
と
か
で
募
金
を
し
て
い
る
、
と
い
う

㎎≡
≡.一.、哺
▽
旦
昂の
公共
図
●
鱈

㎜
部

川

思
想
の形
式
羅

㎜学
㎜
吝
歪
茎

㎜
育

㎜

警

の嚢

喬
題

㎜
教

㎜

点
"・歩

りあ

社

抑一三一≡一'㌔

会
教青
政
策
の
検
酎

管
中
心
に

又

聞
と
組
織

▽
私
の
カ
ウ
ソセ
リ
ン
グ入
門
ー
輔艘

容
体
化
さ
れ
た
問
題か
ら
人
格
的
参

与
の
世
界
へ

▽
新
訓
大
堂ゐ
㌶
ア
績
型

▽
デ
カ
ル
ト
から
ヘ
ーゲ
ル
に
至
る

ρ自
己
"
の間
題

▽
教
青
費
の
問
題
点
〃父
兄負
担
の
教

胃
賛
"

▽
北
村
透
谷
研
究
〃内
部
生
命
"
観
の

形
成
と
そ
の
内
容

▽
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
初
等
公教
育
制

度
の
形
成
遁
程

▽
三
才
児
の
画
像
に
対
す
る
反認
の
笑

嚢
▽
初
期
マ
ル
ク
ス
に
つ
い
て

▽
遡
勘
部
集
団
の
性
格
特
性
に関
す
る

考
察

▽
非
行
少
年
問
題
に
つ
い
て

▽
疎
外
と
人
問
l

E
・フ
ロ
ム
の社

会
的
簑
語
に
基
づ
く
器

の考

寮
〃教
腎
再
改
革
…
…
後期
中尊
教

夏
あ
ぐ
うて
"

▽
身
障
者
の
職
案
的
リ
ハ
ビリ
テ
ーシ

冨ン

▽
教
科
●
行
政
の
一考
祭

▽
璽

唐
負
悉
鑑

▽
国
蓋

餐
に
あ
ら
詫
た
〃社
会

観
8
遜
界
鱗
4

▽
未
開
社
会
に
お
け
る
青
年期
,サ
モ

ア
の
場
盒
串
心
にし
て
ガ

▽
ス
マ
ン
テ
ィ
ク
ヂ
ィフ
ァレ
ン
シ
ァ

ル
楚

よ
桑
存
釜

醐
す
る
研

究
4
両
親
像
を
忠
ε
し
～

▽
沖
縄
の
教
青
費
〃その
現
状
と
課

罫
官
轡

つ
い
て

▽
教
員
の
地
位
・そ
の行
政と
のか
か

ち

方

,

▽

動
鎗

▽
敦
胃
掌
の
諭
夢
巣
団

▽後塑
薔

諭

▽
マ
ス
・コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ーシ
潔ン
の
影

響
"テ
レ
ビ
を
雰

じ
て
4

▽
バ
ッ
ク
グ
9
ン

ド
・
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
・ク

に
関
す
桑
需
観
究

▽
教
冒
の

に

保
証
ず
る
教
師
の
政
治
的
中
立性

双
美
的
教
胃
に
つ
い
て
、
持
に
H
。り

ー
ド
の
思
想
を
中
心
に
現
代
にお
け

る
蕎
教
育
の
嘗霞
'
欝

見
地

か
ら
の
研
究
の
両
躍
識

▽
企
簾
災
冨

▽
ホ
レ
ー
ス
・マ
ン
の
教
育
思
想

▽
ビ
ジ
ネ
ス
に
剛
す
る
夷
験
的研
窺

▽
教
育
行
政
に
お
け
る
法
律
主
輪と
行

政
委
員
会

▽
タ
イ
の
社会
発農
と
教
宥

▽
暫
昌
雪
一の9
3
利
用に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て

▽
不
安
ρ
要求
水
準
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て

▽
教
胃
指滋
に
おけ
る
H
・り
ー
ド
の

教
宵
論

▽
近
郊
町
村
に
お
け
る
主
娚
の
生
活
と

憲
議
〃家
露
生
活
を
中
心
に
、
京
都

府
相
楽
郁
山
城
町
棚
倉
地
区
の
場
合

▽
三
才
児
の
間
題
行
動
と
獲
胃
態
度
と

の関
簾

▽
大
馨

お
ジ
示
集
団

▽
キ
リ
ス
ト
教
と
藪
青

▽
自
由
民
橿
遮
動
と
教
育
ダ臼
由
民
構

派
の
教
青
諭
を
中
心
に
"

▽
リ
ズ
ム
感
の
研
究

▽
井
上
毅
諭
序
脱

▽
老
人
の
生
格
特性
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ

蒼

よ
長
現

▽
教
育
行
政
過
程
の
噌考
祭
隣
教
育
行

政
官
の
P
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

▽
S
・フ
ロ
イ
ト
と
α
・H
●ミ
ド
に

お
け
る
皇
麓

の
琵

孟
芯
の

研
究
第
一部
'

▽
禅
の
蔭
薦
に
お
け
る
パ
ーソ
ナ
リ
テ

ィ
の
心
理
学
的
研
究

▽
人
的
態
刀政
策
と
教
胃

▽
失
わ
れ
た
語
憶
の
圃
復
〃原
光
黛
の

憲
麟
、
濁

研
蟹

り
4

▽
販
学
霧
羅
僕

に
劇
す
る研
究

凹お
瓢
知
川一略
川川世
㎞

湾
蔭
象
彗

援

のと
お
り
で究

四
月
三
自
鷺
床
刊

西
月
士
呈
呵以
降
正
常
発
行

+
日
鐸

入
生
獄
迎
弩

と
し

王
ハ頁
で
発
行
し
逢

士
-日
号か

ら
は
四
頁
廻
て
に
戻
り
ま
死

9

毎
年、
数
多
く
の
巫
築
生
が
、
在
掌
中
の
研
究
笑
績
を
凝
集
し

た
卒
業鎗
文は
今
ま
で
、
あ
ま
り
学
内
、
学
外
的
に
知
ら
れ
る
こ

と
が
な
か
った
。
雅
が
ど
の
よ
う
な
活
動
巻
し
て
い
る
か
が
わ
か

る
の
は研
究
室
や
狭
い
尊
攻
教
室
ぐ
ら
い
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
る
。

例犀
卒諭
締
切
り
と
そ
の
状
況
だ
け
を
掲
載
し
て
き
ま
レ
π
が
、

壷
獅
当
局
の協
力
で、
こ
こ
に
本
学
学
生
が
噌生
懸
命
取
り
組
ん

だ
テ
ー
マ
を紹
介
しま
す
.
先
輩
心友
人
が
何
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
興
味
深
いも
め
であ
る
と
思
う
.
な
お
今
回
は
編
集
の
都
合

上
、
教
宵
掌
部
のみ
に
限
り
ま
す
.
次
回
に
は
文
学
部
、
理
掌
部

の
卒
論
テ
ー
マを
予定
し
て
お
り
ま
す
。
(編
集
部
)

1叢

犠
灘
膿
雛コロ　ちロニロ　
搬
、警豪ぎ

輔`壱b曽 騨プ曳

鍵

轟

木

杢
繍度
、
京
都
大
学
入
萎
霞
の
国

語
の
問
琿
で、
受
験
生
は
も
と
よ
り
、

財
聞
の
人
々
を
あ
っと
實
わ
せ
た
の

は
、
灯
と
い
って
も
、
八
百
字
に
わ
た

うて
、
夏
目
激
石
験
そ
書
か
せ
た
ζ
と

であ
ろ
う
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
賛
否

岡
勘
、
い
ろ
い
ろ
と
取
沙
汰
さ
れ
る
こ

と
であ
ろ
う
が
、
高
校
教
師
の
立
場
か

ら
、
こ
の
問
魑
に
つ
い
て
、
一言
意
見

を
の
べた
い
み恵
う
。

「入
震

験
が
高
校
教
育
を
破
壊
す

る
」
と
は
、
常
々
曾
わ
れ
て
き
た
ζ
と/

村

観

次

で
あ
るが
、
国
語
の
入
試
問
題
(京
祁

大学
の
いう
こと
で
は
な
い
が
)
に

も
、や
は
り
こ
う
い
う
閥
題
が
あ
った

の
では
な
か
ろ
う
か
。

書
かれ
た
こ
と
ば
を
通
し
て
、
箪
者

の
思
想を
正確
に
理
解
す
る
こ
と
が
、

国
語教
宵
の根
本
の
一
つで
あ
る
こ
と

は
、言
う
ま
でも
な
い
。
従
釆
の
入
試

問
題
は、
手を
か
え
贔
を
か
え
で
、
受

験
生
の
正確
な
理
解
力
を
は
か
って
き

た
の
であ
る。
レ
かし
・こ
れ
ぽ
問
題

そ
の
も
のに
、
凌
落
設
定
問
題
」
「

趣
旨
判
別
間
題
」
「空
白
補
充
問
題
」

蕎

樫

露
句
塁
簡
樫

「

文
脈
復
元
問
題
」
等
々
の
類
型
を
生
む

殖
果
と
な
った
。
こ
う
し
た
か
た
ち
の

問
題
に
は
、
夫
々
に
意
味
が
あ
り
、
ま

た
、
か
た
ち
は
同
じ
で
も
、
と
り
上
げ

方
で
相
当
深
い
間
題
に
も
な
る
こ
と

を
、
決
し
て
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

い
.
し
か
し
、
こ
う
し
た
閻
題
の
類
型

化
が
、
夫
存の
問
題
に
対
す
る
解
答
技

術
を
探
究
さ
せ
る
と
い
う
紹
果
を
生
ん

で
い
る
こ
と
も
、
見
逃
が
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
亭
笑
、
ζ
う
し
た
技
術
的

指
導
に
鉱
点
を
お
い
た
参
考
書
や
閻
題

集
が
、は
な
は
だ
多
いの
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
うし
た
閥
題
は
、
葡つ
ま
ち
が

え
ば
、知
能
テ
スト
的
な
も
の
と
な
り

や
す
く
、練
習
効
果
が
い
ち
じ
る
し
く

衰
れ
る
と
いう
傾
向
に
も
、
お
ち
い
り

やす
い
の
であ
る
。

わ
たく
し
は
、
こ
こ
に
、
大
き
な
問

題
が
あ
りは
し
な
か
った
か
と
思
う
の

で
あ
る
。・国
語
教
管に
が
せ
ら
れ
た
今

一つ
の
噛贔
鷺な
問
題
「正
確
に
よ
み
と

っ
た
こ
とを
、
自
ら
の問
題
と
し
て
考

え
、
そ
れ
を
自ら
の血
と
し
、
肉
と
し

て
、
人
間形
成
へ
の
糧と
す
る
」
と
い

う
点
が
、従
来
の
御般
的な
入
試
問
題

で
は
、
考
え
ら
れ
て
い
な
か
った
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
鱒年
【年
、
鋭
敏
な

感
受
性
と
、
豊
か
な
情操
を
も
ち
、
自

ら
の
間
賑
と
し
て
、
自
らが
余
裕
を
も

って
考
え
る
と
い
う
生捷
が
少
な
く
な

って
ゆ
くご
と
に
、
えも
いわ
れ
ぬ
さ

み
し
さ
を
感
じ
て
い
る
のは
、
決
し

て
、
わた
く
しだ
け
では
な
か
ろ
う
。

が
、
こ
れ
も
、
績
局
は、
国
語
教
育
に

大
き
な
欠陥
が
あ
るよ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
の
であ
る
.
従
来
の
入
試
問

題
に
対
処
し
う
るよ
う
に
、
正
確
に
も

の
を
読
ま
せる
こと
は
、
た
や
す
い
こ

と
だ
と
は
いわ
な
いが
、
不
可
能
な
こ

と
で
は
な
い
.事
笑
、
長
文
を
要
約
さ

せ
れば
、正
穏
に
趣
旨
を
把
握
し
て
い

る
生
徒は
少
なく
な
い.
レ
かし
、
入

試問
題は
、た
いて
いそ
ζ
で
終
って

い
る
。
受験
し
か
頭
に
な
い生
硅
は
、

当然
そ
こ
で終
って
し
ま
う
。

こう
し
た
現
実
の
中
に
あ
って
、
今

度
の
「激
石
鵠
」
は
、
非
常
に
猷
迎
す

墨・炉
燕
.

猛
期

屠
嚢瑛 中 島 茂

英語学習指導の3領 域「読み、書き、聞き・謡す」にわたって受験者の学力を評価するロ し
ことが望ましいことは勿鏑であるが、 「聞き・謡す」という見地から出題することは現状
においては至難のわざであろう.本 間題においてもζの主旨は発膏の問題として値かに生
かされた程度で阿かもの足りない顛じである.しかし全般的には棄蔵な問題で、一報敦養
としての英語の学力を評価する目的は十分果たしノ得るもので筒校生の笑態に即して出題さ
れた配慮のほどが同える。以下に各問題について感想を述べてみよう。
【1コ語い、構文ともに無難な問題で、,読して大意把握可能。下線部(b)のthOUg
h～肱論ilelyt臨oの部分が梢 難々所になろう。ζの租の構文の処理はwhiohinto:e8m巳と
のかね合いにおいて適確にしかも相当こなれた駅が求められるのではなかろうか。
【瑚1番 同様すらっとした文である。下線の中の80t～1jghもfindf8ultMth～f㏄
なども頻出する成句であるから間題はない。W㎞t～C1鳩noeのClau8eがdoのObj●otである
ことも一読すれはわかるはず.1f(it禍10)loftal叫otoり もよくある構文でさほど困
雛でもあるまい。下線部外であるが、80㎝t駄㎝ndthOwo覗 の8c([utもほとんど日本語
化しているから見当がつくし、"dd邸 亀hohm8のS加 皿O(直馳)も それと気づかなく
ても理解には支障はない。
【皿1い わゆる文法のための文法ではなく、英謡の構文、語法の運用面の正しい知餓を
身につけているかどうかをみるには平凡無難な問題と言える。持に選択肢が与えられてい
るのだから完全な解箸がかなりしあったと想像する.入れるべき語が同一品詞だけに限られ
ず多様であるのも姫ましい.い ずれも容易に推測できるものばかりで、構文上からも頻出
構文がとり上げられている.
【W1や や長文であるが平易な文章で大意を正しく、速く把握する能力を見る間題.大
憲を6項 目にわけて列挙させる形式は客観性があって好ましい。もし「六つ」という指示
がなければちょうと難間になったかも知れない.この指示が 「救い」になっている.ただ
長短の別なく一様に20字 以内というのではややまとまりにくいのではなかろうか.
【V1京 大としてはちょっと珍らしい問題だと思う.この間題が新聞ば発衰された置後
私のクラスでためして見たが案の足あまり出来がよくなかった。目で見てただ解釈するだ
けの勉強をしてきた響に正確に綴れないのは当然.狩に(6)の 【聡加1にはEOmO町m
が三つある.どれを還ぶかは嵐味が分っての事.単語を綴ることを怠ることに対する一つ
のの警鑑。
【VI】「聞き・謡す」偏域に闘する問題作成が現状では至難であることは前述の通りだ
が、これはまた最も平凡な形式によるもので、受験生には十分予測されたものであろう.出題されているも

のはいずれも高校生が常に盟り易いものはかりで、 目で見るだけで正
しい発音をしながら音読する響慣をつけていな いものには苦手な問題と言えよう.特に・
儲100星,m拙甲 為doiu晒h●1説駒iロtolmLomh●8幅,雑1㎝oet的 などに日常の日本
語に入うて、日本晒独鱒の発音に馴らされているだけに聞違う者が多かったのではない
か.高校修了程展の宿には少し無理と思える単語も依見される。もっと頻出する平易なも
のにようてでも十分能力はためされると思う.
【m作 文の閥嵐としてはこれまた最も0紬 似 なものと雷える。狩に難郷な日本語が
用いられているわけではなく比較的型にはまったものであるから、鼠文の字句にあまりと
らわれず、さらっと書いて原憲を伝況ることが肝蔓であろう.【1】 番から 【Wコ番まで
の閥煙では比較的点差が少なく、この作文二題で最も箆がつき易いのではないかと思う.
将釆は或る主題によってf1●●ooロpOd伽oを 書かせるなどの間題があってもよいのでは
なかろうか.最 後に.読解力に闘する間題(部分訳、大意)95%、 文法・発音・綴り宇55
%・ 英作50%と いう巴分も例年三邑り大差なく、解符時聞から見た分量の点にもこく素直で
妥当な閻題だと思う・したがって・いわゆる難解な 「受験閥題集」ぱかりあさうて頭をか
たくした者より高校の敦叫書を土台にして、比較的平明な読み物に親しんでいた轡が得を
する閻題であって、その点からは申し分ないものだと患う.

(京都府立朱雀高鱒学校 ・嘱扇糾敦勘

ぞ

ら

キゐ
ラ

キ

コ
ミ
り
も

げ

甥驚

鴬

森

ゲ
ぞヤ
ぐノヘロリ
し

ぴロ
ギ

ゴロ

例
年
め
こ
と
で
す
が
、
東
郵
大
学

の
数
学
入
学
試
験
問
題
は
一題
一題
大

変
よ
く
検
討
さ
れ
た
間
賜
で
あ
る
と
思

い躍
ず
.
受
験
参
考
書
な
ど
の
あ
り

ふ
れ
た
閲
題
や
特
別
な
技
巧
を
要
す
る

間
題
では
な
く
て
、
あ
く
ま
で
高
等
学

校
の
数
学
の
教
材
を
基
に
し
て
、
し
か

し
単
に理
解
し
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め

で
、よ
く
考
え
る
力
を
も
って
い
な
け

れ
ば解
け
な
い
よ
う
な
問
題
が
例
年
多

数
出
題
さ
れ
て
い
ぽ
す
。

た
だ
あま
り
こ
り
す
き
る
た
め
か
、

一題
咽題
と
し
て
見
る
と
大
変
い
い
閲

題
であ
って
も
、
そ
れ
が
六
題
も
続
き

ま
す
と「
大
抵
の
生
徒
が
、
い
や
私
達

教
学
の教
師
た
ち
で
さ
え
と
う
て
い
二

時
聞
半
の
隈
ら
れ
た
時
間
で
は
解
き
き

れ
な
い
と
い
う
状
態
が
起
り
委

「京
大
の
数
学
は
む
つ
か
し
い
。
」

「京
大
の入
試
は
数
学
以
外
の
学
科
で

か
せ
ぐ
方
が
得
だ
。
」
こ
う
い
う
声
が

住

弘

ま
す
。
最近
では
と
く
に昨
年
の問
題

が
そ
う
で
レ
た。
「数
学
が
始
ま
って

噸時
聞ほ
ど
た
った
ら
泣
き
と
う
な
っ

た
。
」
とは
昨
年
の受
験
生
か
ら
聞
い

た
生
の
声
です
。
も
ち
ろ
ん
、
特
別
に

数
学
の才
能
のあ
る
生
徒
は
あ
の
程
展

の
問
題
で
も十
分
解
答
は
でき
た
よ
う

で
す
が
、
さ
す
が
の合
格
者
の中
で
も

か
な
り
低
い成
績
の生
縫
が
多
か
った

こ
と
は
事
冥
であ
り
ま
し
た
。

以
上
一般論
が
長
く
な
り
まレ
兀

が
、
今
年
の閻
題
でも
昨年
ま
で
の根

本
的
方
針
は
貫
か
れ
て
いる
よ
う
に
思

い
ま
す
。
高
校
の教
科
書
を
十
分
理
解

す
る
こ
と
を
必要
な条
件
ζし
て
、
考

え
る
力
、
臨
理
的な
解
答
の遣
め
方
を

要
求
さ
れて
いま
す。
内
容
的
に
は
昨

年
よ
り
大分
や
さ
し
く
な
って
お
り
ま

ず
が
ー

私は
こ
の程
展
で
十
分
だ
と

思
い
ます
が
1

間
題
に
よ
って
解
脱

文
の
形
にレ
た
り
、、ヒ
ン
ト
的
な
設
問

数
年
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
うた
の
、
を
つ
けた
り
、
昨
年
に
比
べ
て
相
当
工

は
そ
う
いう
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
い

夫
さ
れ
て
いる
よ
う
に
思
いま
す
。

1
、
2
、
4
、
A
5
が
新
課
穆
文
科

理
科
共
通
間
題
で
す
が
、
2
(復
素
数

の
問
題
)
は
大
変
基
本
的
な
問
題
で
、

高
校
で
数
学
を
勉
強
し
た
こ
と
の
あ
る

人
だ
った
ら
で
き
て
あ
た
り
ま
え
の
問

題
だ
と
恵
い
ま
す
ー
は
方
穆
式
の
笑
根

の
問
題
で
作
年
も
ー
に
冥
根
の
問
題
が

出
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
手
頃
の
問
題

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
解
法
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
員
体
的
な
数
字
を
代

入
ず
る
方
法
と
他
の
方
法
で
は
計
算
に

相
当
な
差
が
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
ど

ん
な
解
答
が
多
か
った
か
が
少
し
気
に

な
り
ま
す
。
4
は
方
程
式
の
整
数
解
に

関
す
る
間
題
で
、
非
常
に
く
わ
し
い
解

脱
の
中
に
穴
う
め
間
題
が
と
り
入
れ
ら

れ
、
そ
の
後
に
股
間
が
あ
る
と
い
う
新

ら
し
い
型
の
問
題
で
す
.
こ
の
よ
う
な

形
式
は
大
変
面
白
い
試
み
で
あ
る
と
思

い
ま
す
.
こ
の
間
題
が
一番
骨
が
あ
っ

て
受
験
生
は
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
A
5
は
ペ
ク
ト
ル
の
一次
独
立
、

一次
従
属
を
扱
った
問
題
で
、
極
め
て

基
本
的
な
問
題
で
す
.
京
都
大
学
を
受

け
る
よ
う
な
生
徒
で
、
教
科
書
を
き
ち

ん
と
勉
強
し
て
い
る
生
徒
な
ら
当
然
で

き
る
問
題
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
証
明

問
題
の
解
答
の
書
室
刀を
苦手
とず
る

生
徒
が
と
き
ど
き
あ
り
ます
の
で
、
で

き
な
か
った
生
徒
は
勉
強
の
方法
に
つ

い
て
反
省
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
つ
ぎに

理
科
系
の
3
は
解
析幾
何
で
、
双曲
線

の
接線
に
関
す
る問
題
、
A
6は
積
分

の
間
題
で
、
ま
ず
普
通程
屋
の閻
題
と

思
い
ま
す
。
文科
系
の3
(放
物
線
の

接
線
)
は
少
し
や
さ
し
いよ
う
な
気
が

し
ま
す
。
A
6
は
順
列組
合
わせ
の問

題
で
、
こ
の
あ
た
りを
軽
視
し
て
いる

生涯
が
あ
っ
た
ら苦
労
し
た
こと
と
思

い
ま
す
。鞭灘

鍵

は
よ
い
点
は
か
せ
げ
な
い
の
で、
入
試

問
題
の
傾
向
と
し
て
は
大
変
結
構
な
も

の
と
思
い
ま
す
。
ただ
や
さ
し
い
年
の

次
の
年
は
む
つ
か
し
い
と
い
う傾
向
が

近
年
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
年
の程
度

790
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国

月
笹
の
雑
誌
を
読
ま
な
く
な
っ
て
か

ら
久
し
い
。
〈そ
れ
は
そ
れ
で
、流
れ

て行
く
も
の
の
姿
で
し
か
あ
る
ま
い
.

も
の
みな
す
でに
遊
く
〉

月
に
発
蓋

る
夢
し
い
詩
や
小
脱

や
評
碧
穏

に
め
き

る
し
垂

ち

な
がら
、
ある
日
、
ぽ
≦
楓そ
う
思
い

い
た
っ
たの
であ
る
。
竃
本
隆
明
風
に

言
えぱ
、
喜
ロれ
の
内
に
な
い
も
の
は

何
妬
に
も
な
い」
と
い
った
工
合
で
あ

る
.そ
の
よ
う
な
目
、々
友
人
達
が
会
詣

のな
か
に
壁
餌り
さ
し
は
さ
ん
で
は
確

か
め
る
よ
う
な
目
付
で
こ
ち
ら
を
う
か

が
いな
が
ら
、
「あ
の
誰
某
の
小
説
よ

んだ
?

あ
れ
ね
呂-」
な
ど
と
謡
し

かけ
て
き
て
も
、
ぼ
く
は
知
ら
ぬ
篠
ぜ

ぬ
で通
レ
てき
た
も
の
で
あ
る
。
ち
っ

と
も木
都
合は
感
じ
な
か
っ費

櫨

の
絶
讃
の
声を
蘭
い
ても
、
狩
別
そ
ん

を
レ
兆
と
も思
わな
いで
き
些

む
し

ろ
.
頭
の
中
はず
が
す
が
b
く

汚
れ

や
し
み
が
取去
ら
れた
よ
う
な
気
が
し

た
も
の
で
あ
る
.実
瞭
、
カ
ラ
ッ
ポ
な

の
で
何
に
も
残
りは
し
な
い
。
だ
か
ら

最
近
の
言
諭
界
では
何
が
碗
行
し
て
お

り
、
誰
が福
を
きか
せ
て
いる
の
か
、

,何
が
流
れ
つ
つ
ある
の
か
、ま
る
でわ

か
ら
な
い
、
ま
る
で帰
郷
し
た
田會
者

の
よ
う
に
。

そ
ん
な
ぼ
く
が
、ど
ん
な
動
機
でこ

の
よ
う
な
欄
に首
を
つ
っ
こん
だ
か
、

な
ど
と
い
う
の
は
私
事
にす
ぎる
.
た

だ
、
ぽ
く
は
小
賢
し
い
状況
蹟
や
ゲ
ー

ム
の
よ
う
な
饒
舌
さ
より
は
むし
ろ
沈

黙
の
方
を
選
ぷ
も
の
で
ある
。
「沈
黙

は
金
」
と
は
、
断
U
て
寡黙
なも
の
の

自
己
弁
護
で
も
な
け
れ
ば、
孤独
な
単

独
者
の
悲
壮
な
決
意
衰
明
で
もな
い。

明
ら
か
に
、
そ
れ
は
泥
奥
い
田禽
者
毘

即㎜

盤 鵬鳳1.1.・羅

一≡号月3一三

ロ

ち
が
、
「街
」
と
い
う
も
の
の
も
つ
先

験
的
な
軽
さ
や
ま
や
か
し
に
身
を
置
き

一な
が
ら
そ
れ
に
蝕
は
ま
れ
ま
い
と
す
る

抵
抗
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
「街
」
と

い
う
こ
と
は
を
、
こ
こ
で
文
学
と
か
、

か
か
れ
た
思
想
と
か
、
非
日
常
性
と
か

と
置
き
か
え
て
も
よ
い
.
ち
ょ
う
ど
、

田
會
者
と
い
う
こ
と
ぱ
を
、
あ
ら
ゆ
る

意
味
で
の
具
体
的
生
活
者
の
全
量
と
置

き
か
え
て
も
よ
い
よ
う
に
。
閥
い
つ
め

ら
れ
た
時
、
立
場
の
選
択
を
迫
ら
れ
た

時
、
あ
る
い
は
、
す
べ
て
が
喧
騒
と
肱

さ
の
中
で
音
も
な
く
崩
れ
は
U
め
て
い

る
時
、
か
れ
は
回
転
す
る
レ
コ
ー
ド
の

よ
こ
に
黙
る
。
と
5
う
よ
り
は
、
貝
の

よ
こ
に
自
か
ら
の
部
内
の
音
楽
に
聞
き

ー

い
る。

"

田會
者
の
こ
の
よ
う
な
抵
抗
の
パ
タ

ー

ー
ンに
戦
後
二十
年
を
経
ても
な
お
h

鰯

こ
と
は
で糖
ら
れた
糟
神
た
ち
は
匹
敵

す
る
も
の
を
持
ち
え
な
か
った
。

晋

あ
の
沈
黙
は
な
ぜ砂
のよ
う
な

鉄

の
よ
う
な
味
がす
るだ
ろ
う。
た
し

か
な
こ
と
は
、
私
が彼
と
戦
った
ζ

01

11
き
F
L
N
の
遡
動
に
参
加
ず
る
。文
盲
の

咄
ア
リ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
民
族
抑
圧
の
に敵
対

晒
ず
る
憎
懸
の
持
続
乃
至
は
高
揚
の
根源
と

な
った
も
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る

鵬
瑠
解
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る博
ア

ー
り
に
於
て
そ
れ
は
、
街
鼠
賭
博
を
見
つ
か

蝿
って
警
官
に
遺
わ
れ
て
い
る
時
に
足
か
け

㎝
を
食
わ
せ
た
男
に
対
す
る
不
発
だ
っ
た
怒

-
り
の形
相
の
中
に
集
約
的
に
衰
現
さ
さ
れ

ー
つ
くさ
れて
お
り
、
そ
れ
は
植
民
地
内
で

㎜
の分
礎
政
策
に
対
す
る
直
感
的
怒
り
で
あ

-
っ
たに
相
違
な
い
、
抑
圧
と
差
別
の
植
民

1
政
策
の
っま
び
ら
か
な
描
出
と
抗
仏
還
勤

幽
に
対
ず
る
不
可
避
な
ギ
ロ
チ
ン
台
に
よ
っ

で
注
釈
さ
れな
け
れ
ば
ア
リ
の
死
が
理
解

1

刑
務
所
内
で
政
治
犯
が

ギ
ロ
チ
ン
台
に
達
れ行

か
れ
な
が
ら
目
隠し
の

ま
ま
〃ア
ルジ
ェリ
ア

万
才
"
と
叫
ぷ
の
を
聞

闘いの原動力へ共感
釜ガ崎 ・カスバ断絶の痛みが

 

出栗
な
い程
、
日
本
福
祉
国
蒙
市
民
の
薄
汚
い
生
へ
の

執
着は
度
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
れ
故
こ
の
映
画
の持

っ
、あ
る
いは
ア
ル
ジ
ェリ
ア
革
命
自
体
が
持
ち得
た

わ
れわ
れ
への
一っ
の
指
標
を
他
の
幾
っ
か
の
疑
問
を

"
さし
はさ
み
な
が
ら
も
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
では

な
い
だ
る
つか
.

11

渇
大な
資
料
を
も
と
に
し
か
も
ニ
ュー
ス
フ
イ
ル
ム

㎞
の
一コ
マも
使
用
せ
ず
ア
ル
ジ
ェで
作
ら
れ
た
こ
の映

画
は
ア
ルジ
ェで
の
戦
い
を
ほ
ぼ
正
確
に
再現
し
、そ

15
し
てア
リ
を
主
入
公
と
し
て
の
ス
ト
リ
ー
ある
いは
ブ

巳
ラ
ン
ス
軍中
佐
の心
理
描
写
に
お
い
て
も
一定
の
完
成

度
を
保
ち得
て
いる
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
戦
い
が
ア
ル

零

た
ち
む
か
って
い
くア
ルジ
ェ市
民
の
、
私

に
と
って
不
分
明
で
は
あ
るが
闘
いの
膿
動

力
に
対
す
る
共
感
で
あ
うた
のだ
ろ
う
か
。

映
圃
の
中
で
充
足
さ
れる
べき
事
件
に
対

す
る
評
価
の
一定
の
枠と
状
況な
る
も
のを

無
視
し
て
話
す
な
ら
〃パリ
は燃
え
て
いる

か
"
の
パ
リ
や
そ
の
他
の戦
争映
圃
の
戦
場

と
は
全
く
段
逮
い
に
ア
ルジ
呂
・カ
スバ
は

私
に
と
って
の
釜
が
崎
を
想起
さ
せ
る
.

"釜
ガ
崎
的
蜂
起
"
に
一足の
評
価乃
至
は

仮
脱
を
立
て
た
多
く
エ
ソ
セ
イ
スト
と
は
全

く
別
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
それ
は
現

在
私
が
ペ
ン
を
執
る
釜
ガ
崎
に
お
いて
感
じ

て
い
る
恐
怖
を
恐
怖
と
し
て
鎖
乱
を
鎖乱
と

し
て
定
着
さ
せ
て
し
ま
う
もの
であ
る。
亮

渓
行
為
や
麻
薬
、
そ
の
他
の
反
人
聞
的行
為

を
禁
止
す
る
と
の
F
L
N
の
宵
明は
釜
が崎

に
と
って
何
な
の
か
。
威
い
は
〃ア
ル中
や

自
分
勝
手
な
連
中
や
、
何
の
理
想
も
な
いお

し
や
べ
り
分
子
、
彼
ら
を
絶
滅
さ
せ
な
けれ

ぱ
〃と
い
う
単
純
か
つ
自
明
な
組
織
原
則
は
我
灯
にと

って
何
な
の
か
。
圖
面
の
醤
葉
が
市
井
の
ブ
チブ
ル心

柵
的
左
翼
学
生
に
一定
の
衝
還
を
与え
得
る
こ
と
だけ

でも
こ
の
映
画
の
魅
力
を
示
ヂ
こ
と
が
出
き
る
。

弾
圧
と
懐
柔
政
策
に
も
よ
ら
ず
六
二
年
七
月
の
独

立
、
六
〇
年
十
二
月
ア
ル
ジ
ェ
で
の
"突
然
"
のデ

モ。
ナ
レ
ーシ
ヨ
ン
は
〃動
機
も
不
明
ぐ
口
実
も見
当

た
ら
ぬ
"
と
餌
脱
す
る
。
そ
れ
が
イ
タ
リ
ア
人
監
督ポ

ン
テ
コル
ポ
が
ア
ル
ジ
ュ
リ
ア
人
民
の
〃民
族
的
偉
策

"に
対
し
て
送
った
〃賛
辞
"
の
一つ
で
は
な
い
か
と

私
は
見
荏

6

(監督
・ボ
ン
テ
コ
ル
ポ
朝
日
会
臨
で
上涙
中
)

(3)
一
曙鰍■岡●●50■lllo

ナ
ル

ジ
エ

の

戦
い
監●o◎,・・.o
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と
だ
彼
の
方
が
私
の
方
に
喧
嘩を
亮

う
て
い
る
のだ
。
しか
し
私
の反
蟹

は
彼
の
肉
体
に
と
ど
か
な
か
った
ら

し
い
。
彼
は
苦
搦
に
顔を
ゆ
が
めも

せ
ず
、
黙
々
と
帰
り
仕度
をす
る
。

私
の
方
に
ひ
り
ひ
り
す
るも
のを
残

し
な
が
ら
ー
。
彼
は
表
現
し
て
いる

の
だ
。
私
は
考
え
は
じ
め
る
。彼
の

沈
貼
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
マ

イ
ア
ス
の
鎮
を
も
つ
あ
る
も
のだ
。

彼
に
発
言
を
強
い
れ
は
「よ
く分
り

ま
せ
ん
。
勉
堕
し
て
い
な
い
の
で

著
」
な
ど
と
口
ζ
も
る
にき
ま
っ
て

い
る
.
け
れ
ど
も
彼
は無
意
獄
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
私
を
な
ぐ
う
た
。
私
は

君
葉
で
な
ぐ
り
返
し
た
。
彼
も
ま
た

防
禦
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
私

は
彼
の
沈
黙
の
な
か
に
あ
る
巨
大
な

実
在
感
覚
に
触
れ
る
。
私
た
ち
は
ζ

れ
を
奪
い
あ
お
う
と
し
て
、
に
ら
み

あ
うた
の
だ
。
谷
川
雁
「無
を
噛
み

く
だ
く
融
合
へ
」

こ
こ
に
は
、ぼ
く
達
の
持
った
文

鱗
一、
ぼ
く達
を
支
え
てき
た
「こ
と
ぱ

で
か
か
れ
た精
神
」
が
ど
こ
を
向
い
て

い
る
か
、が
ほ
ぼ正
鷹
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
.

日

お
よ
そ
、
生活
(沈
黙
Vが
正
の
実

体
で
あ
る
とす
るな
ら
ば
、
あら
ゆ
る

表
現
は
虚体
で
ある
は
ず
で
あろ
う
。

そ
れ
は
虚
無
、
壮大
な
無
で
ある
。
た

と
え
ば
刃
最
も
単
純
な選
択
、
「表
現

す
る
こ
と
とじ
な
い
こ
と
」
を比
べ
て

、井上 らに注 目
・自 己、解 体 を 志 向 一

園 姻 ・翻 屡1

「島星

一

み
て
も
よ
い
。
も
ち
ろ
ん後
者
の方
が

(存
在
と
して
)
1
い
に
蓉
恥うて
い

掩
だ
粧
衰
現
蔑

禽
か
遙

ん
ー

あ
の謂

であ
る
は
ず
だ
」
な
に
ゆ
汎
か
れ
は
自

か
ら
塗
謹

措
董

う
と

す
る
のか
。
か
れ
は
い
った
い
何
者
な

のだ
の
ぼ
く
の頭
肇
の
異
に
は
、
一篇
か
二

縄

心
を
も凍
ら
せ
る
ほ
ど
の
詩
を
ぽ

く
に
つ宕
つ
け
、
無
名
の
峯
蕾
民衆
の

一な
かに
沈
ん
で
い
った
阿
人
か
の
友
人

の
像
が
、
絶
え
ず
こ
び
6り
つ
い
て
い

る
。
か
れ
等
は
詩
を
す
て
℃
こ
と
ぱ
を

す
て
、
抽
象
を
す
て
た
。
か
れ
等
は
生

活
者
を
択
った
。
ぼ
く
は
、
そ
の
選
択

と
そ
の
後
の
生
活
の
相
に詩
や抽
象
を

み
る
。
彼
ら
に
こ
と
は
で
対
博
す
る
道

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
.

お
そ
嚢

目
か
ら
が
衰
現
者
で
あ
る

こ
と
は
や
さ
し
い
。
悲
劇
的
、
自
罰
的

絶
望
的
に
お
い
を
ふ
り
ま
け
ば
、
同
族

は
た
や
す
く
共
感
の
手
を
さ
し
の
べ
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
う
ず
る
こ
と
を
や

め
る
に
は
、
何
度
と
な
く
自
か
ら
を
自

か
ら
のう
ち
で抹
殺
し
、
自
か
ら
に
う

ら
ぎ
られ
る
こと
が
必
要
な
の
で
あ

る
.表
現者
と
は、
け
っレ
て生
活
者
の

代
表
で
も代
弁
者
でも
な
い
。
か
れ
は

生
活
者
の
背
面
に
立
っも
の
だ
。
自

か
ら
不
可
避
的に
生
活轡
で
あ
り
なが

ら
、
そ
れ
を
超
え
よ
う
とす
る
幻
想
の

意
志
を
持
つ
も
の
だ
。
「民衆
に根
を

下
ろ
レ
匹

な
ど
と
口
は
ば
っ
た
い
こ

と
を
ぬ
け
ぬ
け
と
口
に
す
る
作
嬢を
ぼ

く
が
信
用
し
な
い
の
は
。
かれ
が
民
衆

に
「根
ざ
し
て
」
い
る
だ
けだ
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
と
同
様
の
こ
と
は
そ
の
反

対
の
立
場
に
立
つ
作
家
に
つ
い
て
も
い

え
る
の
疋
あ
る
.
例
えば
、
安部
公
房

の
最
近
の
エ
ッ
セ
イ
集
の帯
は
、
か
れ

が
「早
く
き
す
ぎ
た
作
家
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
ど
ん
な
思
想
で
も
早
く
き

す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
が
な

い
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ

う
な
宜
伝
文
句
で
読
む
側
を
引
き
つ
け

よ
う
と
す
る
出
版
藍

劣
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
よ
う
な

(離
や
か
な
)
賓
辞
を
自
か
ら
の
響
作

に
寄
せ
ら
れ
て
平
然
と
し
て
い
る
作
家

は
愚
劣
で
あ
る
。

現
在
、
多
く
の
作
家
や
詩
人
が
、
褒

親
の
も
つ
二
露
性
、
背
理極
に
その
眠

を
測
け
る
ζ
と
な
「

泥晶
の
胆純
再

生
重
の
な
か
で
自
足
し
て
い
る
.
ぼ
く

た
ち
は
耳
び
先
の
谷
川
雁
の
引
用
文
に

唇
戴
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
.
そ
の
距
薩

の
、
気
の
追
く
護

爵
く
遠
い
燈

薯

の
中
に
.
モ
し
て
そ
れ
は
、
ぼ
く

個
人
に
と
って
は
、
絶託
ず
ぼ
く
に
迫

り
つ
づ
け
る
か
っ
て
の
少
嫁
の
友
人
遷

の
像
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

「今
月
の維
誘
か
ら
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
に
はあ
ま
り
関
係
の
な
い
こ
と
は

か
り
か
い
てき
た
」
し
か
し
ぼ
く
は
、

ぼ
く
自身
の立
場
を
あ
ら
かじ
め
は
っ

き
り
さ
せ
てか
ら
こ
のシ
リ
ー
ズ
に
取

り
掛り
た
いと
愚
う
。
特
に
今
月
は
と

り
た
て
て
話題
に
す
る
ほ
ど
の
も
の
に

触
れ
る
こ
とが
でき
な
か
った
し
、
か

れ
等
を
も
含め
て、
ぼ
く
達が
現
在
、

白
置
の
眩
さ
の中
で痛

し々
く
も
健
康

で
あ
り
朗
らか
な
死
を
死
に
つづ
け
て

い
る
状
況
に
潜
在
す
る
頽
廃
と
は
何

か
、
の
ぼ
く
な
り
の
答
を
出
す
必
要
が

あ
うた
の
で
あ
る
。

ぼ
く
は
先
に
、
戦
後
二
十
年
を
経
て

も
な
お
鳥
こ
と
は
で
語
ら
れ
た
糟
神
た

ち
が
生
活
者
の
全
毒
匹匹
敵
す
る
も
の

を
持
ち
え
な
か
った
、
と
か
い
た
。
だ

が
、
少
妓
の
鋭
敏
な
精
補
は
、
そ
れ
を

焦
蠣
の
感
覚
と
共
に
自
か
ら
の
内
部
Φ

漂
み
と
し
て
把
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

一こ
の
一、
二年
急
に
盛
ん
に
な
った
か

に
思
わ
れ
る
小
脱
誠
亡
酉
や
戦
後
文
学

虚
妄
鈴
は
、
い
ま
や
け
っし
て
斬
し
い

意
餓
とは
いえ
な
い
ま
で
に
俗
化
し
て

いる
と
は
い
え
、
そ
の
こ
と
の
確
か
な

あ
ら
われ
であ
ろ
う
。
竪

麓
や
井

上
光晴
の
方向
に
ぽ
く
が
注
目
し
て
い

る
の
は
そ
こだ
し
、
「言
膳
に
と
って

美
と
は
何
か」
以
後
の
吉
本
隆
明
や

「四
季
の
スケ
ソチ
」
以
後
の
清
岡
単

行
に
っ
い
て、
いま
そ
の
よ
う
な見
解

を
一恋
た
くな
い
のも
そ
のた
め
であ

る
。そ
れぞ
れ
拠
り
て立
っ地
点
は
異

な
り
視
終
遙
う
これ
ら
襲
や
詩
人

た
ち
は
、
衷
現と
沈
黙
の対
立
を
そ
の

極
点
ま
で追
い
つめ
て行
こ
う
と
す
る

自
己
解
体
の意
志
(決
意
され
た
意
志

で
は
な
く
、
そ
こに
向
わ
ざ
る
を
得
な

い
無
意
餓
的な
檀
念
とし
て
の意
志
)

に
闘
し
壷

あ
を
め
ざ
レて
い

る
よ
う
に
思わ
れ
る
の
であ
る
。

文
学
とほ
眩
さ
の杏
定
であ
る
。
毎

日
の
維誘
を
粟や
か
に
彩
る影
し
い
文

学
窪

が
、自
か
ら
眩
さ
そ
の
も

の
で
しか
な
い
のが
現
在
の状
況
だ
と

す
る
な
ら
、
ζ
憂
殴
さ
へ挑
戦
す
る

静
か
ら
憲
志
の行
辺
を
、
ぼ
く
は
ぼ
く

自
身
の
瘍
み
のな
か
で
見
守
って
行
き

た
い
と
思
う
。
(京大
鋳
纂
編
鍋
者
V

翻
大
学
院
合
格
者
闘

髄、嚇

四
月
八
日
に
映
画
会

体
青
蟹
の薪
入

生
歓
迎
予
定

新
入
生
の
ため
の歓
迎
行
事
が
各
邸

門
で
予
定
さ
れ
て
いる
が、
体
育会
で

企
田
し
て
いる
のは
つぎ
のよ
う
な
も

の
で
あ
る
。
ま
ず三
月
二
十八
、
九
日

(新
入
生
健
騨
診断
日)
に
は各
ク
ラ

ブ
の
紹
介
を
法
経
三
番教
室
で
一時
か

ら
行
な
う
。
ま
た
、
四
月八
日
に
は体

胃
会
、
ス
ポ
ー
ツ
クラ
ブ
生
活
の
認
識

の
た
め
に
鎚
明
と
映
圃
「フ
レ
ソ
シ
ュ

マン
」
を
大
ホ
ー
ル
で
催
す
。
四
月
十

一日
か
ら
下
旬
に
か
け
て
は
ス
ケ
ー
ト

教
室
な
ど
の
各
種
教
室
を
、
ま
た
、
五

月
に
入
って
か
ら
は
野
球
、
ラ
イ
フ
ル

犀
球
な
ど
の
運
動
大
会
を
行
な
う
。

四
月
二
十
二
日
に
は
文
化
サ
ー
ク
ル
と

の
合
同
行
事
を
告
田
グ
ラ
ン
ド
で
行
う

予
定
で
あ
る
。
生
協
組
織
部
で
は
請
演

会
、
映
圃
会
を
予
定
し
て
い
る
が
、
詳

し
い
こ
と
は
乗
定
。
な
お
同
学
会
の
欲

迎
行
事
は
叡調
査
の
た
め
来
週
掲
城
の

予
足
。

汽

生徒募集
定
評
の
あ
る
大
学
進
学
指
導

開

講
盟
匹
月
十
日

願

書
受
付
賄
自
三
月

一
日

至
四
月
七
日

入
試
実
施
ー1
三
月
二
十
二
日

・
二
十

八
日

四
月
二
日

・
七
日

◇
午
前
部
・
午
後
部
共
に
理
科
系
文
科
系
法
文
科
編
成

◇
午
後
部
に
理
科
系
文
科
系
法
交
科
の
無
試
験
入
学
の
組
あ
b
・

詳
細
は
規
則
書
参
照

切
手
三
十
円
固
封
の
こ
と

城 北 予 備 校

新宿区市ケ谷左内町29(国電市ケ谷駅下車)

TEL・(269)1906・2904(260)0931

 

昭
和

41
年

度
開
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血

の
通

っ
た
教

育

の
場

完
壁
の
指
導
体
制
を
誇
る

4
月
15
日

申

込

受

付

中

新
校
舎
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(
冷
暖
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完
備
)
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め
ず
ら
し
く
粉
冒
の
舞
わ
な
い
即
分
の日
、
し
か
し

鉛
色
の
重
い
空
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
喧
繰
の冒
田
神
社

ハ

を
横
目
で
見
な
が
ら
奈
良
へ」伺
っ
た
。恐
ら
く
こ
の
太

倭
教
で
も
盛
大
な
節
分
の
祭
だ行
な
わ
れ
て
い
る
二
と

だろ
う
。
潟
酒な
近
鉄
竺自
前
駅
は
お
世
辞
に
も
瓦
派と
いえ

ぬ
大
倭
教紫
陽
花
昌
の
購
物
に
軽
蕨
を与
え
て
いる
か

の
よ
う
で
あ
った
。
学
■
前
駅
か
ら
バ
ス憾
数分
、大

阪
近
郊
の新
輿
住
宅
地
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
よう
に邑
は

榊
谷
あ
い
に
へば
り
つい
て
あ
った
。
ぼ
く
ば
忍
者
映
画

伸
の
場
面
を
想
い浮
か
べ
た
。
木
立
に
囲
ま
れ
、
谷
に
へ

讐

つ
い
振
来
異

ス
辺
竃

に
宣

{い

ノ

ロ
…
社
会
の
母
集
団
3
・ロ

ユ
L
ピ
ア
を
求
め
る
ル
ポ
巻天
倭

教
の紫
陽
花
邑
を
最
後
に
終
悉
る
のは

幸
遡
で
ある
。
ζ
の
一年
問
の
ル
ポは

甚
ん
ど票
教
関
係
の
集
団
巻見
るだ
け

で
終
っ
てし
ま
った
。
そ
れ
は
恐
らく

宗教
関
係
の
集
団
が
も
っ
と
も
直
裁
に

理
想境
を追
い
求
め
て
い
る
か
ら
だろ

う
。ζ
の連
載
の
テ
ー
マ
が
そ
う
い
った

理
想境
の
訪
問
と
い
っ
た
面
を
次第
に

雲

った萎

湯

だ
った
の
だ
か
ら
。
レ
か
し
他
の側
面

と
し
て
、
目
本
の
社
会
栂
造
の
母
集団

を
見
っ
け
出
す
輯面甕
も
こ
の
テ
ー
マ

は
追
って
い
た
の
で
あ
る
。
大倭
教
の

紫
陽
邑
は
そ
の
二
面
か
ら
し
て
非常
に

好
都
合
な
素
材
を
提
供
し
て
く
れた
。

(な
お
、
未
だ
纏
間
せ
ず
心
残
り
な
の

は
、
や
は
り
奈
艮
に
あ
る
「心
塊
部落

」
であ
る
。
人
づ
て
に
聞
く
く

ζ
の

連
載
に
登
扇
し
た
い
ず
れ
よ
り
も
、典

型
的
な
共
同
生
活
を
嘗
ん
で
い
ると
い

乾
)
口
…
戦
箏
、
開
墾
r
痛

め
つ
け
ら
れ
た
半
生
…
口

もTさ
ん
。
邑
の
ほ
ぼ
中
央
にあ
る矩

形
の小
さ
な
池
の
ほ
と
り
に
あ
る双
葉

館
に
夫
娼
二人
で
住
ん
で
い
る
。息
子

さん
は
北
陸
の
小
郵
市
の
公
務員
。丁

嚢

男
蚕

長とし

て活
雌
レ
発
死
の
建

罠
も
遭

遇
レ
残
席
懊
に
で
て
い
たあ
ると
き

異
常
な
胸
騒
ぎ
か
ら
居
場
所
を
移
し

た
。
す
る
と
今
居
た
そ
の
場
所
が
た

ち
まち
爆
簑
さ
η

抽簡
は
死
ん
π
。

場所
を
華

rの
天
だ

けが
生
き
の
び
た
.
そ
の
胸
騒
ぎ
の正

く
に
は
細
い
下
り
颯
を
通
っ
て
いか
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.
そ
の
貧
し
さ
を
購
る
には
ぼ
く
は
い
く
ら
で
も
顧

啓
に
な
れ
そ
う
で
あ
る
。
だ
から
も
う
止
そ
う
。

と
こ
ろ
で
邑
の
ほ
屡
甲央
に
あ
る
矩
形
の
池
の
ほ
と

り
の
仮
饗
殿
で
は
三
十
人
糧
の愚
人
が
火
鉢
を
欄
ん
で

決
嚢

て
いた
.

〃節
分
は
あ
っ
て
も
い
い
でし
ょう
。
神
社
さ
ん
や

轍

お
守
さ
会

お
多
巌
げ
るの
想
か
ら
4

そ
の
複
實
田
憩
社
の
雑
踏
を
避け
て
下
1
に
帰
った

ノ

ナ

と
零
ボケ
ッ
ド
に
O
で
貰
っ
た
干
鷹贈
澄
け
が
羨
って

いた
.

繭

口
…
必
裏
に
応
じ
で
…
ロ

ー
生
ー
1雪
・

紫
陽花
邑
の庄
人
は
隔
ほ
ぼ
五
十
名

警

経
か
った
。
菱
、自
分

鑓
。
黒
宰

マギ
シ
僕

置

そ
れ
を
割
る
こ
舞

。
鮭
そ
れ

の生
命
さ
え
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
のだ

乱状
態
に
あ
る
。

ほ
ど
広
く
な
い
.近
鉄
の西
大
寺
か
ら

か
ら
。
し
か
し
・
ず
ぐ
北
陸
の
開
麟
地

そ
れ
で
も
T
さ
ん
は
ヤ
マ
ギ
シ
ズ
ム

大
限
より
に
ニツ
目
の学
園
箭
駅
で
下

に
入
植
し
た
。
坤
脈
は
や
せ
て
い
て話

に
よ
わ
て
開
眼
さ
れ
た
と
い
う
。
い
裏

軍
し
、
赤
膚
山行
き
バ
ス
に
乗
り
換
え

に
な
ら
な
か
うた
。
T
さ
ん
は
〃も
っ

Tさ
ん
は
郷
賜
花
邑
の
賀
任
者
の
一人

て
十
分
程
、
ゴ
ル
フ場
のと
な
り
に
や

ビ

や
ム
ヨ
　
れ
て
とお
った
は
じ
で　
の議かない。印刷とブロックからの現金収入が邑の財政を支配する。も

と
いい
所
が
あ
る
に
逮
い
な
い
〃と
愚

と
な
って
働
い
て
い
る
。
研究
欲
旺
盛

ち
う
ん
財
帯
は
轍つ
で
あ
る
・
給
料
と

った
。
そ
し
て
戦
後
大
部
経
って
か
ら

で
、
本
が
大
好
き
な
T
さ
ん
は
座右
に

い
う
も
の
も
な
い
・
ノ
ル
マ
制
で
も
な

ヤ
マギ
シ
会
に
入
った
。レ
かし
そ
ζ

赤
綴
が
ビ
ッ
霊

書
き
込
ま
れた
杢
を

い。
働
き
に
応
じ
て
金
を
出ず
の
で
は

7'ロ弼工場

 

十

る
の
で
は
な
い
。
ど
う
や
う
て邑
人
達

が
纏
り
、
和
合
し
て
い
く
か、
それ
は

糟桶
的
な
も
の
な
の
だ
〃確
か
じ
そう

だ
。
第
一老え
て
み
れ
ば
普通
の社
会

の
よ
う
に
競
争
で
デ
フ
ッ
ク
ス
なも
の

を
各
禦
庭
一個
ず
つ
そ
な
え
る必
要
も

な
い
。
こ
こ
で
は
邑
全
体
が
一家
族な

の
だ
.☆
…
自
然
と
の

一体
化
…
☆

と
ζ
ろ
で
、
ユ
払

ビア
とじ
て
乙

の
紫
陽
花
邑
を
み
る
と
、
こ
の邑
に
は

持
て
る
も
の
と
持
たざ
る
もの
、
甜
令

す
る
も
の
と命
令さ
れ
るも
のと
い
っ

た
グ
ル
ー
プ
の分
裂が
な
いと
いう
こ

と
で
あ
る
。
職
掌
の分
担
は
あ
って
も

そ
れ
は
日常
生
活
と入
り
組
ん
で
い
る

の
で
あ
っ
て、＼職
掌
の名
称
が
そ
の
人

要慌

 

柴
屠
π
量
全
葉

か
つて
人
聞
は
最
高
の
存
在
と
し
て自

分
の
外
界
の
も
の
を
使
用
し
、
利
用
し

て
来
t
.
そ
こ
で
は
人
聞
は
食
料
を
と

うて
食
ぺ
、
鉱
山
物
を
加
工
し
て
、
衣

類
を
作
り
三
;
と
自
由
に
外
界
の
も

のを
自
己
に
役
立
た
せ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
笑
は
、
人
間
の
行
為
は
能

動
で
は
な
く
受
動
な
の
で
あ
9
、
外
の

も
め
に
よ
って
生
か
さ
れ
て
い
る
も
の

な
の
で
あ
る
。
丁
度
、
槻
物
と
毘虫
と

小
獣
と
猛
獣
と
が
天
敵
関
係で
秩
序づ

け
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
に、
人
聞
も

自
然
の
仕
組
み
の
な
か
の
一部
な
の
で

轟
こ
の
対
話

に
対
す
る
評

と
し
て
は

ヨ
建

三

月
号
の針
生

一趣
、
篠
田

「ら
の
合
評

が
そ
の
要
点
を
指摘
し
て
し
ま
,て
い

る
。
針
生
は
、
三島
ら
が
俗
像
の
う
ち

に
自
ら
身
を
置
いて
か
な
た
の
祭
壇
の

上
に
神
格
天鼠
を
呼
ぴ
戻
そ
う
と
し
て

い
る
、
と
いう
。
ζ
の
示
摘
は
次
の
よ

う
な意
味に
お
い
て
正
し
い
だ
ろ
う
.

三島
の
いう
「一種
の
農
本
主
腐
」

と
は
、
いわ
ゆ
る
ア
ジ
ア
的
生
巌
様
式

をイ
メ
ージ
と
し
て
持
っで
い
る
の
で

あ
る
つ
.皐
純
再
生
雇
が
行
な
わ
れ
る

こ
虐
よ
って
、
横
の
社
会
の
形
成
は

隈ぢ
れ
た
も
の
以
上
に
な
ら
ず
、
そ
ζ

では
完
全
な
笈
術
伝
駅
と
、
精
神
世界

の
維
持
が
保
婆
吸
縦
の
社
会
とし
て

の
本
質
を
持
つ
。
三
島
が彼
な
り
の
立

場
な
い
し
状
況
を
過
じ
て、
縦
の
社
会

へ
の
図
届蕊

を
蚤
あ
た
と
貢

糎

の
社
会
の
住
人
で
ある
現
代
の
〃俗
衆

4
達
を
、
日
本
的な
も
の
(例
え
ぱ
神

風
浬
と
「葉
隠
」)
を
媒
介
と
し
て
、

棉
格
天
童
と
い
う
こ
の農
本
主
銭
11
日

本
的
(ア
ジ
ア
的
でな
く
)
生
産
様
式

の
シ
ン
ポ
ル
を、
巫女
三
扇
田
起
天
が

祭
壇
の
上
に呼
び戻
そ
う
と
す
る
こ
と

を
媒
介
と
し
て、
縦
の社
会
の
庄
人
に

引
き
戻
そ
う
とす
る
と
い
う
怠
味
に
お

い
て
.

三
島
の
浪
曼
意
識
表
明

て
は
い
る
の
だ
が
.
こ
の
」勢つ
な聞
題

を
解
明
す
る
こ
と
は
、
「浪
曼主
残
の

再
輿
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
いる
よ
う
な

状
況
を
、
そ
の
社
会
的
な
関連
の中
で

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
るだ
ろ
う
。

。彫
鰹
翠
齢
鱒
灘

意
識
を
、
三
島
由
起
天
はこ
の
甲で
明

ら
か
に
し
た
の
だ
と
い
えよ
う
.
浪
曼

的
意
謹
の
再
輿
が
農
不
王
釧と
連
れ
立

うて
い
る
こ
と
を
そ
の対
談が
明
ら
か

に
し
て
み
せ
て
い
る
の
では
な
い
か
、

と
思
え
る
の
だ
。

林
房
雄
に
つ
い
て
は
、対
談
中
の
彼

の
言
葉
が
ほ
とん
ど意
味
を
持
うて
い

な
い
こ
と
に
気
が
っ
忌

(}=
=
頁

.一二八
〇
円
、
讐町
警房
)
(J
)

鰍

自

圭

カ

リ

認

め

ら

る

医
学
部
学
生
大会
竺

月
古

に
行
な

わ
れ
、
授
業放
棄な
ど
を
含
む
闘
争
万

針
で
、
六
項目
(主
に自
主
研
修
生
に

関
す
る
竪求
V
貫徹
のた
め
の
学
部
当

局
と
の
交
渉
が行
なわ
れ
き
た
が
、
十

七
日
に
は
、
自
主
医
学研
究
生
の
団
体

を
認
め
る
、
自
主
カリ
キ
ュラ
ムを
認

め
る
な
ど
の
合
意
に達
し
た
。
(鳥
取

置
夢

そ
の
問
題
は
わ
か
る

ソ
ス
と
す
る
た
め
に
は
、
服
部
之
聡
が

羽
仁
五
郎
の
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
の

ち
ょ
っと
し
た
ゆ
き
す
ぎ
に
も
過
敏
で

あ
った
よ
う
に
江
・戸時
代
か
ら
明
治
へ

の
急
激
な
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
リ
ゼ
イ
シ

ョン
の
逸
行
は
丙
的
必
然
と
し
て
生
じ

た
の
で
あ
る
と
り
つ鐘

義

・
が
現
繍
鳶

て
いる
も
のの
獲
壁

な
る

大
新
聞
二
月
+
七
昌
奮

)

ら
な
い
こと
は
可
能
だ
。

三島
は
作
家
と
し
て
の
問
題
意
識
と

相
対
主
義
者
の
鋭
敏
さ
で
こ
の
よ
う
な

点
を
感
刷し
始
め
て
い
る
の
で
あ
ろ

う。
「鯛
と
明
琶

以
降
の
彼
の
作
品

こ
現わ
れ
た
〃回
帰
4
現
象
と
し
て
示

持
た
さ
れ
て
いる
4
と
いう
こ
と
に
な

る
.
強
い
て
いえ
ば
も
の
は
所
有
す
る

も
の
で
なく
利
用
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
。と
ころ
でこ
の
…:
が
誰
に
な
る
の

か
そ
れは
、
汎
神
諭
的
な
も
の
な
の
だ

ろ
う
p自
然
物
の
一つ
一つ
が
、
神
な

の
であ
る
。
大
倭
教
は
一応
百
義
神
道

を
名
のる
宗
教
法
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
一度
紫
陽
花
色
に
足
を
蹟
み
入
れ
た

り
、
法
主
に
面
会
す
れ
ば
宗
教
と
い
う

に
は
余
り
に
生
活
臭
く
て
寛
裕
な
の
に

驚
く
だ
ろ
う
。
敦
農
は
別
段
な
い
。
椴

式
も
部
蔭
の
寄
り
合
い
め
い
た
も
の
で

鮒
ある
.
た
だ
法
主
と
邑
人
は
出
合
う
と

軽
く
拍
手
を
二つ
打
つ
だ
け
で
あ
る
。

人
員
の構
成
も
雑
多
だ
。
嘗
て
の
ヤ
ク

ザ
も
いれ
ぱ
、
掌
生
運
勤
を
や
って
い

・゚
たも
のも
い
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
生

幽
活が
自
由
に
出
来
る
ほ
ど
こ
の
邑
は
自

"
由
な規
則
の
な
い
と
こ
ろ
な
の
だ
。
そ

んな
話
を
す
る
と
き
の
法
主
は
真
の
ヒ

綿,ユ
ー
マ
ニス
ト
に
み
え
る
。

し
かし
纂
嗣所
有
」
「
一本
化
」
も

隈度
が
あ
る
だ
ろ
う
.
無
差
別
な
集
団

榊
に
も限
展
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ち

よ
う
ど干
マギ
シ
会
が
構
成
人
員
の
増

加
と
とも
に
内
部
の
混
乱
が
起
き
た
の

と同
様
に現
在
の
邑
人
数
が
ユ
ー
ト
ピ

ア
には
最
適
な
員
数
な
の
で
あ
ろ
う
。

(丁度
こ
の考
え
を
裏
付
け
る
よ
う
に

噛
き
だ
み
の
る
の
「に
っぽ
ん
部
落
」
で

は
世
話
役
の世
詣
で
き
る
人
数
は
五
十

か
ら
八
十
人と
書
いて
あ
る
。
こ
れ
ぐ

ら
い
の員
数
が
単
相
的
に
意
志
の
交
流

がは
から
れ
、
コミ
ュ
ニケ
ー
シ
ョ
ン

の
組織
を必
要
と
し
な
い
の
だ
ろ
う
)

口
…
邪
教
と
し
て

の
び
よ
…
口

実
は
こ
の
後
法
主
の
半
生
を
通
じ
て

彼
の理
想
が
い
か
に
具
現
さ
れ
た
か
見

て
い
こう
と
思
った
の
だ
が
、
紙
数
が

尽
き
た
。
そ
れ
に
大
倭
教
の
発
展
と
、

ま
た
そ
の
発
展
ゆ
え
の
混
乱
は
こ
れ
以

後
数
年
のう
ち
に
見
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。た
だ
法
主
は
所
謂
鍵
能
者
と
し
て

自
己を
特
徴
つ
け
、
戦
時
中
は
日
本
の

武
還
畏
久
を
願
った
。
そ
し
て
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
同
時
に
大
倭

教
を
創
設
し
、
彼
災
の
浮
浪
児
、
困
窮

者
の
保
護
を
は
じ
め
、
現
在
に
到
っ
た

の
で
あ
る
。
レ
か
し
、
一写
先
月
の
十

一日
の
建
国
記
念
日
ド
は
あ
の
狂
奔

(石
翼
と
友
翼
の
)
を
笑
っ
た
。
特に

橿
原
神
宮
な
ど
の
国
家
神
道
に
は
最
大

の
侮
蔑
を
与
え
た
。
も
ち
ろ
ん
大
倭
敦

で
は
記
念
祭
な
ど
行
な
う
は
ず
が
な

い
.
こ
の
矛
眉
し
た
二
面
性
は世
才
に

た
け
た
生
活
者
の
も
の
で
あ
っ
た
のだ

ろ
う
か
。
そ
れ
ζ
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

畦
れ
た
何
か
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の時

氏
を
生
き
る
人
と
な
り
な
の
だ
ろう

か
。恐
ら
く
大
倭
教
は
戦
時
中
国
家
に
弾

圧
さ
れ
た
よ
う
に
邪
教
と
し
て
生
き
延

び
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
邪
教
性
を
の
ば

ず
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
。

ま
た
紫
陽
花
邑
は
宗
教
と
誰
れ
て、

生
活
上
の
一つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
験

場
で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
社
会
の
最
小

単
位
、
部
落
の
純
粋
培
養
器
で
も
あ
る

そ
れ
は
国
家
な
ど
と
い
う
も
の
の
関
与

し
え
な
い
、
捉
が
、
慣
習
が
暗
黙
の
裡

に
現
存
す
る
と
い
う
一証
左
で
も
あ
る
(載
)

学
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祝樋
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、

、

京大で御使用のテキス トはすべて準備して
皆さまの御来店をお待ち申上げております

ノ

だ

な

め

 "
・
、謬

"
奪

メ
、、'冊♂

脳
TELCm 翻書店

 

ヤシカナ
前

諭

大 正 門

田神社鳥居

 

京

情

謙囎
羅
、
嬉

オトコが オトコが

えらぷノ決める!ナ イスタイプ整髪料

{4】眞マ1イ コ ーム
〈スベ シァル〉鶉鑑乳鰭鶏

教科書の学部・クラス別ゐ覧表を4月7日 の履修指導の日にお配り致します。御利用下さい。

灘 籔

0ベ タテカしないでバラつかない0毛 の質に闘係なし

② ドライヤー効果をフル発揮 ●洗髪は1回 で亮了

0ハ ンディなポリ・チューブ入り ●男らしい昏り

馬

一
年
制
の
ク
ラ
ス

◇
大
学
受
験
総
合
科
悲
望欝
蔑

東
大
組
入
試
3
月
25
日
雛
日

4
月
6
日
毘
日

国
・私
立
理
系
文
系
組
は
申
込
縦
に
入
学貯
可

送入学

呈祷

新

学

期

四
月
十
五
日
開
講

学
期
制
の
ク
ラ
ス

◇
大
学
受
験
単
科
朱
得
意
憲

の短
期
琵

数
学
・英
語
・独
語
・国
語
・物
理
。化
学
・生
物
・杜
会

◇
嵩

校

基

本

科

高
校
在
校
生
の
学
年
別
補
習
ク
ラ
ス

慧
蹴

研

数

学

館

東
京
都
干
代
田
区
西
神
田

一ノ
三

国
電
水
遵
橋
下
車
・都
電
三
崎
町
停
留
所前

電
話
東
京
(二六
三
)
六
七
三
一
(代表
)

◎新学期4月18日 開講(鮒 中)

⑳

珊
濁

O東 大 受 験科(交 ・

o早 慶 唖 験科(文 ・

o線 合 璽 験科(文 ・

O高3特 殴クラス

o莫 躇 蕃 覆科

o数 学 碁 礎 科

 

■

基礎科の充実から応用科の完成まで

科=理 工系コース・文科系コース

科=理 工系コース・文科系享一ス

科二理工系コース・文科系コース

1科=英語・数学・国語・理科・社会

 

験

験

験

成

受

受

璽

練

レ国立大学

レ私立大学

レ夜間大学
レ基礎学力

…7月21日 一8月26日

レ大 学 受 験 科=類 ・欝 ・鴎 ・繍 ・社会

レ高 校3年 生組=英 語・数学・国語・理科・社会

レ喜 校2年 生組=英 語・数学・国語・理科・社会

、

5月 から1月iまで毎ノヨ1回実濾(年 聞10回)

東東蓼手代田区内紳田1-2副7TELニ292門0951
国 電:=神 田(西口)5分 地下鉄;大 手町3分
分 都踏=神 田橋電停前

覧'

792




